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特
別
記
事
：
令
和
三
年
度
慶
應
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
を
考
え
る

解　

題

法
学
部
准
教
授　

錦
田
愛
子

　

二
〇
二
一
年
七
月
三
日
（
土
）
に
、
慶
應
法
学
会
の
令
和
三

年
度
春
季
研
究
大
会
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ

が
示
す
通
り
、
二
〇
二
〇
年
春
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
い
ま
だ
収
ま
ら
な
い
中
、
大
会
の
形
態

は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
のZoom

を
用
い
た
異
例
の
開

催
と
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
で
既
に
各
大
学
教
員
の
間

で
は
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
習
熟
が
進
ん
で
お
り
、
画
面
共
有
で

の
資
料
の
提
示
な
ど
進
行
は
ス
ム
ー
ズ
で
、
視
聴
者
と
し
て
も

会
員
六
〇
名
ほ
ど
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
究
大
会
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
の
岩
谷
十
郎
学
部

長
に
よ
る
開
会
の
辞
に
続
き
、
桃
山
学
院
大
学
法
学
部
の
小
島

和
貴
教
授
、
埼
玉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
の
栗
島
智
明
准

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
の
青
木
淳
一
准
教
授
か
ら
個
別

報
告
を
頂
い
た
（
登
壇
順
）。
司
会
は
錦
田
愛
子
が
務
め
た
。

本
解
題
で
は
、
各
報
告
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
い
ず
れ
も
テ
ー

マ
に
合
致
し
た
大
変
興
味
深
い
報
告
で
あ
り
、
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
各
論
考
を
ご
一
読
願
い
た
い
。

①　

小
島
報
告
「
明
治
期
コ
レ
ラ
の
流
行
と
内
務
省
の
衛
生
行

政
―
―
長
与
専
斎
の
構
想
と
行
動
を
手
が
か
り
と
し
て
」

　

行
政
学
を
専
門
と
さ
れ
る
小
島
会
員
は
、
史
料
に
基
づ
き
明

治
期
の
内
務
省
を
中
心
と
し
た
衛
生
行
政
の
発
展
と
改
革
、
ま

た
そ
の
際
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
長
与
専
斎
の
活
躍

に
着
目
し
報
告
さ
れ
た
。
日
本
で
は
明
治
初
期
か
ら
コ
レ
ラ
や

赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
等
の
伝
染
病
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
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し
、
中
で
も
虎
刺
列
（
コ
レ
ラ
）
は
感
染
者
数
が
多
く
恐
れ
ら

れ
た
こ
と
が
、
背
景
と
し
て
ま
ず
説
明
さ
れ
た
。
適
塾
を
出
た

長
与
専
斎
は
、
長
崎
で
西
洋
医
学
を
修
め
、
岩
倉
遣
外
使
節
団

に
参
加
し
、
医
学
教
育
制
度
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
こ
か
ら
病

気
を
治
療
す
る
だ
け
で
な
く
、
予
防
す
る
と
い
う
衛
生
行
政
の

考
え
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
。
明
治
八
年
に
は
衛
生
局
が
設
置

さ
れ
、
内
務
省
を
頂
点
と
し
、
地
方
や
郡
レ
ベ
ル
の
諮
問
機
関

や
衛
生
委
員
を
体
系
化
す
る
組
織
が
構
築
さ
れ
た
。
コ
レ
ラ
を

予
防
す
る
た
め
の
心
得
書
が
数
年
お
き
に
発
行
さ
れ
、
検
疫
や

患
者
の
隔
離
、
消
毒
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
長
与
専
斎
は
そ
う

し
た
動
き
の
中
で
地
方
衛
生
行
政
の
推
進
に
努
め
、
大
日
本
私

立
衛
生
会
の
副
会
頭
に
就
任
し
た
。
し
か
し
警
察
官
を
中
心
と

す
る
地
方
衛
生
行
政
は
必
ず
し
も
順
調
に
浸
透
せ
ず
、
衛
生
委

員
は
廃
止
さ
れ
、
患
者
の
隠
蔽
が
起
き
る
な
ど
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
長
与
専
斎
は
、
コ
レ
ラ
等
の
伝
染
病
を
予
防
す
る
に
は
、

健
康
保
護
の
た
め
の
官
民
の
協
調
が
必
要
で
あ
る
と
唱
え
た
こ

と
が
、
報
告
で
は
強
調
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
提
言
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
際
し
て
、
官
民
の
間
で
一
致
協

力
が
求
め
ら
れ
る
現
代
の
状
況
と
も
重
な
り
、
時
代
を
超
え
て

共
有
さ
れ
る
べ
き
教
訓
と
し
て
の
価
値
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

②　

栗
島
報
告
「
公
法
学
の
観
点
か
ら
み
た
日
本
の
コ
ロ
ナ
対

応
―
―
『
あ
い
ま
い
な
法
治
国
家
』
の
一
つ
の
情
景
」

　

公
法
学
を
専
門
と
さ
れ
る
栗
島
会
員
は
、
日
本
政
府
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、
公
法
学
者
と
し
て
の

視
点
に
よ
る
分
析
を
報
告
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
国
民
の
権
利
を

制
限
し
、
義
務
を
課
す
こ
と
と
な
る
対
策
（
行
政
活
動
）
に
つ

い
て
の
法
律
上
の
根
拠
の
あ
い
ま
い
さ
が
指
摘
さ
れ
、
行
政
が

私
人
に
対
し
て
自
粛
要
請
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
な
手
法
を
用
い
る

こ
と
の
危
険
性
と
、
そ
れ
が
受
容
さ
れ
る
背
景
が
論
じ
ら
れ
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
措
置
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
う
る
基
本
的
人
権
に
は
、

移
動
、
営
業
、
学
問
の
自
由
を
は
じ
め
多
く
の
内
容
が
含
ま
れ

る
。
そ
れ
ら
を
制
限
す
る
際
に
は
、
一
般
に
比
例
原
則
と
平
等

原
則
等
に
則
っ
た
根
拠
規
範
が
必
要
だ
が
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
対

応
で
は
こ
れ
を
明
示
し
な
い
行
政
活
動
が
多
く
見
ら
れ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
日
本
国
内
で
は
一
件
も
公
法
訴
訟
が
起

き
て
お
ら
ず
、「
あ
い
ま
い
」
な
法
治
国
家
と
い
う
状
態
に
、

国
民
が
特
に
抵
抗
を
見
せ
て
い
な
い
。
日
本
で
は
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
業
種
や
店
舗
の
営
業
に
対
し
て
も
、「
禁
止
」
や
「
命

令
」
な
ど
の
権
力
的
措
置
は
ほ
と
ん
ど
取
ら
れ
ず
、「
要
請
」

に
対
し
て
任
意
で
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
用
い
ら

れ
た
「
自
粛
要
請
」
と
は
そ
も
そ
も
語
義
矛
盾
を
含
む
表
現
で
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あ
り
、
市
民
に
求
め
ら
れ
る
内
容
を
特
定
し
て
い
な
い
た
め
、

公
権
力
と
し
て
の
発
信
に
憲
法
上
、
問
題
が
な
い
と
は
い
え
な

い
。
こ
の
よ
う
な
「
ソ
フ
ト
な
」
行
政
手
法
が
多
用
さ
れ
る
背

景
に
は
、
そ
れ
が
「
ハ
ー
ド
な
」
手
法
よ
り
も
望
ま
し
い
と
い

う
、
戦
後
民
主
主
義
の
誤
解
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と

栗
島
会
員
は
指
摘
す
る
。
そ
の
結
果
、
判
断
の
基
準
と
し
て

「
法
」
の
支
配
よ
り
も
「
空
気
」
の
支
配
が
優
先
さ
れ
、
過
剰

な
「
空
気
」
に
よ
り
自
由
な
生
活
が
「
窒
息
」
し
そ
う
な
状
況

が
生
ま
れ
得
る
。
だ
が
実
際
に
は
、
権
力
行
使
の
際
の
恣
意
性

の
排
除
こ
そ
が
、
法
治
国
家
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

根
拠
規
範
を
明
示
し
な
い
「
あ
い
ま
い
」
な
手
法
は
そ
れ
に
逆

行
し
得
る
や
り
方
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

③　

青
木
報
告
「
コ
ロ
ナ
禍
の
ア
メ
リ
カ
―
―
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

大
学
で
の
研
究
と
生
活
」

　

行
政
法
を
専
門
と
さ
れ
る
青
木
会
員
は
、
二
〇
一
九
年
三
月

か
ら
二
年
間
の
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
の
訪
問
研
究
員
と

し
て
の
滞
在
経
験
に
基
づ
き
、
深
刻
な
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
ア

メ
リ
カ
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
国
内
で
感

染
拡
大
が
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
二
〇
年
二
月
下
旬
か
ら
三
月
頃

で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
な
ど
東
海
岸
の
都
市
部
で
の
感
染

急
拡
大
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
空
気
が
一
変
し
た
と
い
う
。
滞
在

先
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
も
、
三
月
に
公
衆
衛
生
上
の
非
常
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
も
延
長
さ
れ
続
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
経
済
活
動
の
再
開
に
つ
い
て
は
、
五
段
階
で
の
制
限
緩
和

が
比
較
的
順
調
に
進
ん
だ
が
、
感
染
者
数
が
再
び
増
加
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
追
加
制
限
措
置
が
取
ら
れ
た
。
そ
の
緩
和
が
始

ま
っ
た
の
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
二
〇
二
一
年
三
月
に

入
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
は
そ
の
間
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
移
行
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
完
全
封
鎖
な
ど
、

対
応
策
が
取
ら
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
方

式
が
一
般
的
で
、
学
生
は
カ
メ
ラ
を
オ
ン
に
し
て
の
参
加
が
求

め
ら
れ
た
が
、
回
線
の
混
雑
や
、
映
像
・
音
声
が
乱
れ
る
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
は
稀
だ
っ
た
と
い
う
。
五
月
の
夏
期
休
暇
入
り
以

降
、
大
学
側
は
、
衝
立
や
消
毒
液
の
設
置
等
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
の
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
行
っ
た
。
図
書
館
も
閉
鎖
さ
れ
た

が
、
電
子
書
籍
や
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
活
用
に
よ
り
、
文
献
調

査
の
際
の
問
題
も
大
部
分
で
克
服
さ
れ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大

学
は
大
学
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
も
作
ら
れ
、
学
生
や
教
職

員
な
ど
は
無
料
で
唾
液
検
査
を
受
け
ら
れ
、
学
生
は
定
期
的
な

検
査
結
果
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
体
験

と
日
本
を
比
較
す
る
と
、
国
と
自
治
体
の
関
係
、
行
動
制
限
へ
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の
認
知
、
情
報
伝
達
の
あ
り
方
な
ど
に
違
い
が
指
摘
さ
れ
る
。

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
姿
勢
や
、
マ
ス
ク
の
着
用
の
仕
方
を
含
め

た
多
様
性
へ
の
許
容
度
に
も
違
い
が
み
ら
れ
る
。
日
本
で
は
同

調
圧
力
の
強
さ
が
指
摘
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
様
性
を
認
め

る
社
会
の
寛
容
さ
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
に
向
け
た
日

本
社
会
の
課
題
と
し
て
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

今
大
会
は
、
テ
ー
マ
で
も
あ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
ご
報
告
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、

個
別
報
告
の
後
は
や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。
保
健
所
を
め
ぐ
る
行
政
の
あ
る
べ
き
姿
や
、
行
政
が

強
制
力
を
行
使
す
る
際
の
ル
ー
ル
化
の
必
要
性
な
ど
、
様
々
な

視
点
か
ら
質
問
や
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
た
。

　

本
研
究
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
大
会
実
行
委
員
長
、
お
よ
び
個

別
報
告
者
の
先
生
方
、
ま
た
事
務
局
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽

力
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。




